
・ 事業地の安定確保 
・ 労働生産性の向上 
・ 間伐と皆伐を複合させた原木生産 
・ 再造林率の向上 
・ 林業就業者数の低迷 

民有林 
（森の工場除く） 

 

48.7万m3 
皆伐：37.0万m3 
間伐：11.7万m3 

 

① 41.1万m3 
 皆伐：29.4万m3 
 間伐：11.7万m3 

 

②   7.6万m3 
皆伐：7.6万m3 
間伐：  －万m3 

① 労働生産性の向上による事業地の拡大 
   採算の合う事業地を拡大 
 ○ 作業システムの改善による生産性の向上 
  （生産性の低い功程（集材や積込・小運搬等）を中心に改善） 

 ・ 高性能林業機械の稼働が低位な作業システムの改善への支援 
  （R元：実態調査・システム検証 ⇒ R2：改善ポイントの検討・実行） 

 ・ ICTを活用した労務管理のスマート化 
 ・ 既存事業による作業道等の整備、林業機械の導入の促進 
 ・ 林業事業体の事業戦略の策定を支援 
 
 
          ※皆伐40ha増、間伐1,010ha増 

② 皆伐の促進と再造林の促進 
   皆伐の促進と再造林率の向上   
 ・ 林地台帳を活用した森林情報の収集や境界確認等への支援 
 ・ 再造林のために行う枝条搬出への支援 
  （再造林時の地拵えを省力化し、再造林率を向上） 
 ・ 再造林への支援（県費嵩上げ） 
 ・ 森林経営計画の作成促進（森林経営計画への編入等） 
 ・ 林業機械レンタルの補助率アップ（3/10⇒1/2） 
 ・ 既存事業による作業道等の整備の促進 
 
          ※皆伐180ha増 
  
 
 

現状(H29) 
66.8万m3 

課題 

③ 施業集約化の強化 
   搬出間伐主体⇒皆伐・再造林を含めて事業地を集約化 
 ・ 森の工場の新設 
 ・ 事業期間が終了した約3万haの森の工場での事業掘り起こし 
 ・ 搬出間伐の支援強化（初回 ⇒ 初回＋10年経過後の2回目） 
 ・ 補助対象齢級の拡大 
  （7～12齢級 ⇒ 6～標準伐期齢の２倍(最高18齢級)） 
 ・ 林業専用道（規格相当）等の整備 
 ・ 再造林のために行う枝条搬出への支援【再掲】 
 ・ 林業機械レンタルへの補助率アップ【再掲】 
 
 
          ※皆伐60ha増、間伐780ha増 

目標(R７) 
85万m3 

森の工場 
 

③ 16.3万m3 
皆伐：  4.0万m3 
間伐：12.3万m3 

国有林 20.0万m3 
皆伐：10.0万m3 
間伐：10.0万m3 

民有林 
65.0万m3 
皆伐：41.0万m3 
間伐：24.0万m3 

木材増産推進課 

※括弧は人工林のみ。 

          

    
 

468,665ha 

  民有林 
(うち人工林 297,522ha) 

    (人工林率： 63%) 

          

        

うち 
路網沿線外   

164,033ha   

35%   

    

    

          

森の工場 
 

11.7万m3 
皆伐：  1.5万m3 
間伐：10.2万m3 

民有林 
46.9万m3 
皆伐：29.2万m3 
間伐：17.7万m3 

国有林 19.9万m3 
皆伐：  9.7万m3 
間伐：10.2万m3 

民有林 
（森の工場除く） 

 

35.2万m3 
皆伐：27.7万m3 
間伐： 7.5万m3 

目標：生産性2割超アップ、増産5.9万m3 

目標：年間180haを集約化、増産7.6万m3 

目標：年間2,300haを集約化、増産4.6万m3 

森の工場(H29) 

 
 

全体      稼働      
71,256ha   41,626ha 

15%      9% 

対策 ※皆伐280ha増、間伐1,790ha増 

拡 

新 

拡 

新 

拡 

拡 

新 

原木生産の拡大に向けて 資料４ 


